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近
年
、
介
護
が
必
要
と
な
る
高
齢
者
が
増

加
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
介
護
に
い
た
る
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
の
集
計
に
よ
る

と
、
整
形
外
科
が
主
に
取
り
扱
う
分
野
で
あ

る
骨
折
や
転
倒
、
関
節
疾
患
の
割
合
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。
高
齢
者
は
身

体
機
能
の
低
下
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
に
よ
っ
て
転
倒
し
や
す
く
、 

容
易
に

脆
弱
性
骨
折（
軽
微
な
外
力
で
生
じ
る
骨
折
）

を
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
脆
弱
性
骨
折
は
生

じ
や
す
い
部
位
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。
特

に
問
題
と
な
る
の
は
、
背
骨
や
太
も
も
の
付

け
根
の
骨
折
（
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
）
で
あ

り
、
骨
折
が
治
癒
し
て
も
、
自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
る
た
め
の
運
動
能
力
が
再
獲
得
で

き
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

は
増
加
し
続
け
て
お
り
、
平
成
27

年
度
の
入
院
費
に
お
い
て
、
骨
折

治
療
に
か
か
る
費
用
は
全
体
の

9.7
%
（
7
0
0
0
億
円
）
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
疾
患
別
の
入
院

費
は
骨
折
が
1
位
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
に
最
も
費
用
の
上
昇
率
が
高

か
っ
た
の
は
骨
折
で
し
た
（
驚
く

べ
き
こ
と
に
上
昇
率
は
2
位
の
疾

患
の
2
倍
以
上
で
す
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
脆
弱
性
骨
折
の
予
防

は
、
後
期
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医

療
経
済
的
問
題
の
両
面
か
ら
非
常
に
重
要
な

課
題
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
は
、
脆
弱
性
骨
折
患
者
の
80
％
は
、
骨

粗
鬆
症
治
療
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ず
、
未

治
療
の
ま
ま
で
し
た
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
の

発
生
率
は
、
骨
粗
鬆
症
治
療
薬
の
進
歩
が
目

覚
ま
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
昇
を
続
け

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
「
大
腿
骨

近
位
部
骨
折
後
に
治
療
薬
が
継
続
実
施
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
が
全
体
の
19
％
に
過
ぎ
な

い
な
ど
、
脆
弱
性
骨
折
の
2
次
予
防
が
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
」（
日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
）。
ま
た
、
適

切
な
骨
折
予
防
を
実
施
す
る
に
は
、
担
当
医

の
み
の
努
力
で
は
、
限
ら
れ
た
診
療
時
間
の

中
で
十
分
に
対
応
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
最
近
で
は
、

骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
リ
エ
ゾ
ン（
L
I
A
I
S
O
N
）

と
は
、「
連
絡
係
」
と
訳
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス

語
で
、
診
療
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
意
味
し
ま
す
。す
で
に
欧
米
で
は
、

骨
折
発
生
率
が
低
下
し
、
医
療
費
も
ト
ー
タ

ル
で
少
な
く
済
む
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
進
め
ら
れ
て
い
る
骨
粗
鬆
症
リ
エ
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～脆弱性骨折の予防を目指して～
ぜい じゃく せい
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脆
弱
性
骨
折
予
防
の

　
　
　
　
　
　
　 重
要
性
と
問
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点
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骨
粗
鬆
症

　
　
　  

リ
エ
ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

20.0%
認知症
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脳卒中

関節疾患

図1.  介護が必要になった主な原因（女性）
　　　 平成30年度厚生労働省資料を改変

骨折・転倒
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11
月
1
日
〜
3
日
に
、
細

木
病
院
新
館
地
下
高
行
記
念

講
堂
に
お
い
て
、
第
4
回
細

木
病
院
グ
ル
ー
プ
職
員
作
品

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
仁
生
会
本

部
、
細
木
病
院
、
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
、
ま
っ
こ
と
ネ
ッ

ト
細
木
か
ら
、
陶
芸
7
点
、

華
道
6
点
、
絵
画
2
点
、
工

芸
3
点
、
手
芸
7

点
、
俳
句
1
点
、
木
工
2

点
、
書
道
1
点
、
写
真
26

点
、
そ
の
他
7
点
の
合
計
62

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
延

べ
4
5
4
名
の
職
員
や
患

者
さ
ん
た
ち
が
鑑
賞
に
訪
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
2
日
の
午

後
に
は
、
茶
道
に
心
得
の
あ

る
職
員
か
ら
の
お
も
て
な
し

も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
2
次
骨

折
予
防（
骨
折
の
再
発
予
防
）

の
み
で
は
な
く
、
1
次
骨
折

予
防
（
骨
粗
鬆
症
を
見
つ
け

出
し
て
初
発
の
骨
折
か
ら
予

防
）
も
そ
の
活
動
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

当
院
整
形
外
科
の
入
院
患

者
の
約
半
数
は
、
脆
弱
性
骨

折
に
よ
る
入
院
で
あ
り
、
骨

粗
鬆
症
に
対
す
る
対
応
は
重

要
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、

2
年
前
の
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
入
院
患
者
に
対
す
る
骨
粗

鬆
症
の
治
療
薬
導
入
率
は
、

約
25
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
（
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
平

均
的
な
治
療
導
入
率
と
同

等
）。
こ
の
状
況
を
改
善
す

べ
く
、
昨
年
度
は
治
療
導
入

を
積
極
的
に
行
っ
た
た
め
、

約
85
％
に
向
上
し
ま
し
た

が
、
脆
弱
性
骨
折
患
者
の
総

数
は
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

患
者
の
数
倍
で
あ
る
た
め
、

医
師
の
診
療
業
務
の
み
で
は

十
分
に
対
応
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
今
年
3
月
に
、
医

師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

医
事
課
員
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー

ビ
ス
（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
整
形
外
科
入
院

患
者
を
対
象
と
し
て
、
2
次

骨
折
予
防
の
取
り
組
み
を
開

始
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
ま
ず
入
院
後
1
週
間
以

内
に
2
次
骨
折
予
防
の
対
象

と
な
る
か
の
判
定
が
な
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
患
者

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
入
院
中

に
治
療
導
入
や
治
療
継
続
に

必
要
な
情
報
（
病
歴
、問
診
、

追
加
検
査
等
）
を
収
集
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
集
ま
っ

た
情
報
を
参
考
に
し
つ
つ
、

無
理
の
な
い
形
で
治
療
が
導

入
、
継
続
で
き
る
よ
う
に
治

療
方
針
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退

院
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

治
療
が
中
断
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
た
め
、
治
療
状
況

の
確
認
や
治
療
再
開
を
促
す

連
絡
も
重
要
で
あ
り
、
外
来

予
約
日
に
来
院
さ
れ
な
か
っ

た
患
者
さ
ん
に
は
電
話
連
絡

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。

（
整
形
外
科
長　

南
場
寛
文
）

　

11
月
10
日
、
鳥
取
県
米
子

市
で
開
催
さ
れ
た
第
57
回
日

本
薬
学
会
・
日
本
薬
剤
師

会
・
日
本
病
院
薬
剤
師
会
中

国
四
国
支
部
学
術
大
会
に
お

い
て
、「
Ｏ
Ｌ
Ｓ
チ
ー
ム
の

活
動
と
薬
剤
師
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
、
西
内
祥
子
薬
剤

師
が
口
頭
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
整

形
外
科
入
院
患
者

さ
ん
の
う
ち
、
脆

弱
性
骨
折
の
2
次

予
防
を
目
的
に
治

療
薬
の
開
始
や
変

更
を
必
要
と
す
る

患
者
さ
ん
が
全
体

の
約
40
％
認
め
ら

れ
、
Ｏ
Ｌ
Ｓ
チ
ー
ム
の
活
動

に
よ
り
、
治
療
薬
の
使
用
患

者
割
合
が
大
き
く
増
加
し
た

こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
は
、
中
四
国

地
区
で
Ｏ
Ｌ
Ｓ
チ
ー
ム
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
大
変

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

治
療
薬
継
続
率
の
向
上
と
再

骨
折
率
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
医
療
技
術
部
長

　

田
中
照
夫
）

第
4
回
職
員
作
品
展
覧
会
開
催

細木病院
グループ

◆ 

薬
剤
師
の
関
わ
り
に

　
　 つ
い
て
研
究
発
表

◆ 

細
木
病
院
で
の

　
　
　
　
　 取
り
組
み 
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こ
の
た

び
、
細
木

ユ
ニ
テ
ィ

病
院
に
開

設
さ
れ
た

歯
科
に
赴

任
し
ま
し

た
細
木
弓

子
で
す
。

10
月
よ
り

診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
9
年
に
日
本

大
学
松
戸
歯
学
部
を
卒
業

し
、
大
学
院
を
修
了
後
、
ア

メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る

フ
ォ
ー
サ
イ
ス
研
究
所
に
就

職
し
、
歯
周
病
の
研
究
に
5

年
間
携
わ
り
ま
し
た
。
結
婚

後
、
メ
キ
シ
コ
に
10
年
滞
在

し
、
昨
年
、
夫
の
退
役
を
機

に
家
族
4
人
で
帰
国
し
ま
し

た
。

　

夫
は
、
メ
キ
シ
コ
の
歯

科
医
師
、
メ
ヒ
ア
・
ア
レ

ド
ン
ド
・
ジ
ル
マ
ー
ル
と

言
い
、
メ
キ
シ
コ
陸
・
空

軍
歯
科
軍
医
大
学
を
卒
業

後
、
大
学
院
を
修
了
し
、

歯
内
療
法
専
門
医
と
し
て

メ
キ
シ
コ
軍
歯
科
専
門
病

院
、
次
い
で
メ
キ
シ
コ
軍
中

央
病
院
、
最
後
は
キ
ン
タ
ナ

ロ
ー
州
チ
ェ
ト
ゥ
マ
ル
地
域

病
院
の
歯
科
部
長
を
務
め
、

大
統
領
医
療
団
の
歯
科
医
師

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
後
、

勤
続
25
年
を
機
に
退
役
し
て

来
日
し
ま
し
た
。当
院
で
は
、

デ
ン
タ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
、
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

当
院
歯
科
で
は
、
入
院
中

の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、
病

棟
訪
問
を
基
本
と
し
て
診
療

し
て
い
ま
す
。
診
療
内
容

は
、
予
防
歯
科
中
心
の
一
般

歯
科
で
す
。
歯
周
病
が
脳
血

管
疾
患
、
心
疾
患
、
肺
炎
、

糖
尿
病
な
ど
、
全
身
疾
患
と

関
わ
り
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
歯
周
病
は
お
薬
で

治
る
病
気
で
は
な
く
、
治
療

だ
け
受
け
て
も
改
善
で
き
ま

せ
ん
。
実
は
患
者
さ
ん
ご
自

身
の
秘
め
た
力
も
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
日
々
の
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
が
大
切
と
言
わ

れ
る
所
以
で
す
。早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
肝
心
で
す
。
こ

れ
は
虫
歯
も
同
様
で
す
。
私

た
ち
と
患
者
さ
ん
と
の
二
人

三
脚
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
身

に
合
う
口
腔
清
掃
法
を
知
っ

て
、
健
康
管
理
の
一
つ
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。
そ
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
こ
と
が
私
た
ち
の
喜
び

で
す
。
気
に
な
る
こ
と
や
相

談
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
夫
の
趣
味
は
、

ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
作
り
、
モ

ノ
作
り
で
す
。
自
動
車
力
学

技
術
専
門
学
校
で
も
学
び
、

車
の
修
理
も
大
好
き
で
す
。

今
は
日
本
語
を
学
ぶ
の
も
趣

味
で
す
。
メ
キ
シ
コ
は
ス
ペ

イ
ン
語
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
語

を
話
し
ま
せ
ん
か
？　

私
は

料
理
、
パ
ン
、
お
菓
子
作
り

が
好
き
で
、
太
極
拳
が
大
好

き
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
、

ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院

　新
採
用
医
師
紹
介

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/

歯科医師

細
ほそ

木
ぎ

　弓
ゆみ

子
こ

は、今年、喜寿を
迎えた。生まれて

初めての認知症検査や
高齢者のための研修に
も出掛けてみた。認知症
検査には、いろいろ評
判を聞いていたせいか、
内心、少々緊張して臨ん

だが、実際、驚いたことがある。いろいろの
絵を16枚見て覚えるように言われ、その後、
別の検査を受けてから、もう一度、前の検査
で見た絵を思い出して、何があったか書くよ
うに言われた。記憶力には、相当自信があっ
たのに、どうしても思い出せない絵があった。
後で送られてきた点数は、94点でホッとは
したが、冷や汗ものだった。
　高齢者研修では、4つの事故多発の時を教
えてくれ、これは高齢の方々の日々の運転時
には役立つものだと感じた。①普段乗らない
時間帯、②普段行かない道、③長時間長距離
運転、④前の車を追い越したい時、の4つだっ

た。このような事例を自覚して運転すれば、
きっと高齢者の事故率が減少するだろう。
　高齢の認知症患者の免許証返上が、昨今紙
面を賑わせているが、私は、一律に免許証返
上を勧めることには、反対の立場である。例
えば、自宅からいつも通い慣れているスー
パーや定期的に通っている病院等には、ゆっ
くりと運転すれば、安全に車で通えるのでは
ないだろうか。このように、運転する道を限
定して免許証を交付してはいかがかなあと
思っている。返上して、自宅にこもるように
なると、認知症が進む気がしてならない。都
会に住んでいる方には、公共の交通機関が代
替になって問題は少ないが、特に高知県のよ
うな過疎の山間の方々には、出歩くための足
をもぎ取ることになる。そして、近所の若者
の好意に甘えて過ごさなければならなくな
る。果たして、それが幸せにつながるのだろ
うか。万が一の事故ばかりを防ぐために、認
知症を増強しかねない気がする。自動運転車
が完成すれば解消だろうが…。

高
齢
者
の
免
許
証

高
齢
者
の
免
許
証

時 事
エッセー 私
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10
月
17
日
〜
19
日
、
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
の
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
に
お
い
て
、
第
29
回
全
国

介
護
老
人
保
健
施
設
大
会

が
『
彩
ろ
う
！
豊
か
な
高
齢

社
会
を
〜
老
健
は
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
で
す
〜
』
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
老
人
保
健
施
設
あ
う

ん
高
知
の
通
所
、
デ
イ
ケ

ア
・
フ
ァ
イ
ト
か
ら
「
妻

を
支
え
る
い
ご
っ
そ
う
〜

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
が
支
援
し
た
事

例
を
口
演
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

在
宅
生
活
が
困
難
と
言
わ
れ

な
が
ら
も
、
在
宅
生
活
を
希

望
さ
れ
た
老
々
介
護
世
帯
の

主
介
護
者
で
あ
る
夫
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
焦
点
を
あ
て
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
で
き

る
支
援
を
考
察
し
た
も
の
で

す
。

　

資
料
作
成
や
発
表
の
練
習

を
重
ね
る
ご
と
に
、
表
現
力

や
文
章
の
構
成
な
ど
の
難
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
上
司

や
先
輩
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

や
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
良
い
口
演
を
目
指
し
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
の
介
護
老

人
保
健
施
設
の
さ
ま
ざ
ま
な

発
表
を
聞
く
こ
と
も
で
き
、

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
介

護
老
人
保
健
施
設
が
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
と
て
も
参
考
に
な
り
、

自
施
設
を
見
つ
め
直
す
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
で
発
表
す

る
こ
と
が
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
、
資
料
の
作
成
か
ら
発

表
ま
で
の
難
し
さ
、
家
族
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
や
支
援

体
制
作
り
な
ど
の
課
題
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
を
生
か
し
、
今

後
も
利
用
者
さ
ん
や
家
族
、

そ
の
他
関
係
事
業
所
と
関
わ

り
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
相
談

員
と
し
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
う
ん
高
知
通
所

 

デ
イ
ケ
ア
・
フ
ァ
イ
ト

 

社
会
福
祉
士　

八
馬 

遥
）

　

職
員
が
選
ん
だ
、
今
年
の

細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
10
大

ニ
ュ
ー
ス
が
決
ま
り
ま
し

た
。
第
1
位
は
、
細
木
病
院

が
と
さ
で
ん
交
通
電
停
「
上

町
二
丁
目
」
の
サ
ブ
ネ
ー
ム

に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
し

た
。
第
2
位
は
、
四
国
老
人

福
祉
学
会
第
37
回
大
会
の
開

催
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
は

の
前
回
大
会
発
表
が
優
秀
学

会
賞
を
受
賞
し
た
ニ
ュ
ー

ス
、
第
3
位
が
、
第
65
回
よ

さ
こ
い
祭
り
に
細
木
病
院
グ

ル
ー
プ
よ
さ
こ
い
踊
り
子
隊

が
7
年
連
続
17
回
目
出
場
し

た
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
今
年

も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
来
年
も
職
員
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

第
29
回
全
国
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
で
発
表
！

あうん高知

　平
成
30
年 

10
大
ニ
ュ
ー
ス
発
表
！！

細木病院
グループ順位 じんせい 

掲 載 号 施設名 今年の主なニュース 得点 得票

1 6月号 細木 細木病院がとさでん交通電停「上町二丁
目」のサブネームに！ 1,233 176

2 3月号 細木

四国老人福祉学会第37回大会　
細木理事長が大会長を務め開催
前回大会での発表で
デイサービスいろはが優秀学会賞受賞

1,077 140

3 9月号 仁生会 第65回よさこい祭りに7年連続17回目出場 856 149

4 8月号 仁生会 高知県認証介護事業所に認証 829 120

5 7月号 細木 子育て支援の取り組みがテレビで紹介 757 135

6 3月号 仁生会 高知龍馬マラソン2018に挑戦 617 110

7 6月号 細木 小児科外来等の診療スペース拡充 541 86

8 11月号 仁生会 仁生会のホームページリニューアル！ 510 95

9 9月号 ユニティ 内閣府主催の大規模地震時の医療活動訓練
に参加 433 72

10 5月号 細木 大爆笑の落語会、ほそぎ爆笑寄席開催 419 77

次点1 8月号 ユニティ 音楽療法400回記念コンサート開催 398 67

次点2 12月号 三愛 あうん高知　
第29回全国介護老人保健施設大会で発表 345 67
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こ
の
た
び
、
日
高
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
へ
の
登
録

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
日

高
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
案
内
や
デ
イ

ケ
ア
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
関
連

施
設
の
情
報
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
病

気
に
関
す
る
お
役
立
ち
情
報
や
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ
、
認
知
症
カ
フ
ェ

な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
旬
の
情
報

を
随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
で
日
々
の
活

動
も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
最
適
化

し
て
い
ま
す
。

（
事
務
長　

尾
原　

団
）

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病
の
自
己
健
康
管
理
に

役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、
1
年
間
を
通
し
て
、
日
々
の

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。
毎
月
の
お
花
の
写
真
が
と
て
も
綺
麗

で
す
ヨ
。
ぜ

ひ
、
皆
様
の

健
康
管
理
に

お
役
立
て
く

だ
さ
い
。
ご

希
望
の
方
は

内
科
外
来
ま

で
。

　

日
増
し
に
秋
色
が
濃
く

な
っ
て
き
た
10
月
7
日
の
日

曜
日
に
、
天
狗
高
原
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
で
日
高
ク
リ

ニ
ッ
ク
職
員
親
睦
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
台

風
25
号
が
過
ぎ
た
翌
日
で
も

あ
り
、標
高
が
1,
3
0
0
m

を
超
え
る
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

入
り
口
の
あ
る
天
狗
荘
は
、

濃
い
ガ
ス
（
登
山
用
語
で
霧

が
か
か
る
こ
と
を「
ガ
ス
る
」

と
言
い
ま
す
）
の
中
。
そ
れ

で
も
参
加
し
た
職
員
6
名
は

元
気
い
っ
ぱ
い
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
散
策
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

天
狗
高
原
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
は
、
全
国
に
数
あ

る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
」
の
中
で
、
標

高
が
最
も
高
い
場
所

に
位
置
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
こ

の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

が
あ
る
津
野
町
山
間

地
一
帯
を
「
天
空
の

爽
回
廊
・
四
国
カ
ル

ス
ト
天
狗
高
原
自
然
休
養

林
」
と
称
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
歩

く
と
、
な
だ
ら
か
な
遊
歩
道

に
ヒ
ノ
キ
の
チ
ッ
プ
が
た
く

さ
ん
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る

の
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
の
柔

ら
か
な
踏
み
心
地
は
、
足
へ

の
負
担
も
軽
く
、
快
適

な
散
策
が
楽
し
め
ま
し

た
。

　

紅
葉
は
ま
だ
少
し
早

か
っ
た
で
す
が
、
そ
こ

は
木
立
の
葉
が
風
に
揺
れ
る

音
や
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、

虫
の
鳴
き
声
な
ど
、
心
地
よ

い
音
が
絶
え
間
な
く
聞
こ
え

る
癒
や
し
の
空
間
。
こ
の
季

節
に
咲
く
花
「
ア
ケ
ボ
ノ
ソ

ウ
」
や
「
ユ
キ
ノ
シ
タ
」
に

も
出
会
え
ま
し
た
。
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
を
散
策
し
、
途

中
少
し
急
な
傾
斜
の
登
山
道

を
登
る
と
、
す
っ
か
り
ガ
ス

が
晴
れ
、
展
望
が
開
け
た
四

国
百
名
山
『
天
狗
ノ
森
』
山

頂
に
登
頂
。
し
ば
し
景
色
を

楽
し
ん
だ
後
下
山
。
約
5.6
㎞

の
行
程
を
皆
無
事
に
歩
き
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、

お
腹
が
減
っ
た
の
で
、
津
野

町
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
を

食
べ
、
帰
路
途
中
に
、
滝
の

落
口
が
ハ
ー
ト
形
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
『
長
沢
の
滝
』
を

観
光
し
て
全
行
程
終
了
。

　

普
段
職
場
で
仕
事
を
す
る

姿
し
か
見
な
い
職
員
同
士

が
、
お
互
い
に
会
話
し
、
空

間
を
共
有
し
、
楽
し
く
笑
い

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
今
回
の
親
睦
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
長　

尾
原　

団
）

職
員
親
睦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！
天
狗
高
原

日高クリニック

『
生
活
習
慣
病
健
康
管
理

 

カ
レ
ン
ダ
ー
2
0
1
9
』作
成
!!

細木病院
グループ

https://hidakaclinic.jinseikai.kochi.jp/
ホームページ、リニューアル!!日　高

クリニック

アケボノソウ

日高クリニックのホームページ
https://hidakaclinic.jinseikai.kochi.jp/
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老
人
デ
イ
ケ
ア
ゆ
う
ゆ
う

の
利
用
者
さ
ん
は
、
と
て
も

頼
も
し
い
人
が
多
く
、「
お

ん
ち
ゃ
ん
に
ま
か
し
ち
ょ

き
」「
私
に
で
き
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
な
ん
で
も
言
う
て

よ
」
と
、
ま
だ
ま
だ
気
持
ち

は
元
気
で
す
。
そ
こ
で
、
そ

れ
ら
を
も
っ
と
も
っ
と
生
か

す
べ
く
、
新
た
な
活
動
と
し

て
利
用
者
さ
ん
個
々
に
応
じ

た
小
グ
ル
ー
プ
活
動
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
元
大
工
の
利
用

者
さ
ん
に
は
「
ゆ
う
ゆ
う
工

務
店
」と
し
て
大
工
作
業
を
、

主
婦
の
皆
さ
ん
に
は
「
お
料

理
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
調
理
活

動
を
、
元
気
な
男
性
陣
に
は

「
男
の
筋
ト
レ
教
室
」
と
し

て
筋
力
訓
練
を
行
う
な
ど
で

す
。「
男
の
筋
ト
レ

教
室
」
で
は
、
皆
で

話
し
合
い
、
電
車
を

利
用
し
て
県
立
美
術

館
に
行
く
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
み
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ゆ
う
ゆ
う
に
来
る

こ
と
で
「
人
と
の
つ

な
が
り
」
や
「
自
分

で
選
ぶ
楽
し
さ
」
を

感
じ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
役
割
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
、得
意
を
生
か
せ
る
、

そ
ん
な
場
所
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
作
業
療
法
士　

氏
原
玲
子
） 　

ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細
木
で

は
、
は
ち
き
ん
笑
い
ヨ
ガ
ク

ラ
ブ
の
橋
本
有
子
先
生
を
お

招
き
し
て
、
毎
月
第
3
水
曜

日
14
時
～
15
時
に
笑
い
ヨ
ガ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
は
、
そ
の
初

回
開
催
の
日
で
し
た
。
始

ま
る
ま
で
は
、
ど
の
く
ら

い
の
方
が
来
て
く
だ
さ
る

の
か
少
し
心
配
し
ま
し
た

が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
地

域
の
方
や
細
木
ユ
ニ
テ
ィ

病
院
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

か
ら
総
勢
20
名
の
参
加
が

あ
り
、
賑
や
か
に
開
催
で

き
ま
し
た
。
初
め
て
体
験

し
た
笑
い
ヨ
ガ
は
、
先

生
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
「
わ
っ
は
は
は
は
っ
」

「
あ
っ
は
は
は
は
っ
」
と
声

を
出
し
て
い
る
と
、
自
然
に

笑
い
が
こ
み
上
げ
て
く
る
と

い
う
不
思
議
な
ヨ
ガ
で
、
続

け
て
い
く
う
ち
に
身
体
が
温

か
く
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

笑
う
っ
て
楽
し
い
し
全
身
の

運
動
に
な
る
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

　

笑
い
っ
ぱ
な
し
で
は
、
疲

れ
る
の
で
、
参
加
者
の
様
子

に
合
わ
せ
て
水
分
補
給
を
は

さ
み
つ
つ
、
手
指
運
動
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
と
多
彩
な
内

容
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
終
了
後

に
は
、
多
く
の
方
が
「
次
は

い
つ
？
」「
ま
た
来
ま
す
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

笑
い
ヨ
ガ
は
参
加
無
料

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
先

は
☎
0
9
0
─

7
7
8
8
─

1
3
0
5
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
在
宅
部
課
長　

池
上
美
幸
）

　

勤
労
感
謝
の
日
に
合
わ
せ
、
小
高
坂
双
葉
園
の
園
児
た
ち
が

細
木
病
院
を
訪
問
。
リ
ハ
ビ
リ
・
整
形
外
科
の
山
川
晴
吾
部

長
、
血
管
外
科
の
西
村
哲
也
部
長
、
小
児
科
の
新
井
淳
一
部
長

に
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
仕
事

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信
まっことネット細木 まっことネット細木 ≪1月の予定≫

高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時

♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時

♣まっこと講座『大切な口腔ケア』
　9日（水）23日（水）午後3時～午後3時30分

♣防災教室『シェイクアウト』
　25日（金）午後3時～午後3時30分

◆子育て広場「つみき」
　8日（火）午前10時～12時

◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥

小
グ
ル
ー
プ
活
動
で

　
　
　
　元
気
百
倍
！

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。

ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細
木

　
　
　
　
　
　
　〜
笑
い
ヨ
ガ
で
健
康
増
進
！

細木病院

小
高
坂
双
葉
園
の

　
　園
児
た
ち
か
ら
感
謝
の
花
束

細木病院
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10
月
号
で
紹
介
し
た
、
デ

イ
ケ
ア
利
用
者
の
就
労
促
進

と
職
場
定
着
を
推
進
す
る
た

め
に
、
デ
イ
ケ
ア
・
フ
レ
ン

ズ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
協
定

を
結
ん
で
、
今
年
6
月
よ
り

開
始
し
た
『
就
労
支
援
モ
デ

ル
事
業
』
に
お
い
て
、
就
職

を
目
指
し
て
い
る
利
用
者
さ

ん
3
名
を
対
象
に
、
ジ
ョ
ブ

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
3
日
間
に
わ

た
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

は
、
就
職
、
職
場
定
着
に
向

け
て
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
同
じ
目
標
を

持
っ
た
利
用
者
同
士
が
学
ぶ

こ
と
で
、
就
労
に
向
け
て
の

意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講
義
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
求
人
票
の
見
方
や
履
歴

書
の
書
き
方
、
障
害
特
性
の

伝
え
方
、
面
接
時
の
マ
ナ
ー

や
模
擬
面
接
、
職
場
定
着
の

た
め
に
活
用
で
き
る
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
利
用
者
さ
ん
か
ら

は
「
仕
事
に
向
か
っ
て
い
く

実
感
が
持
て
た
」
と
の
前
向

き
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後

の
復
習
で
は
、
自
身
の
障
害

特
性
に
つ
い
て
整
理
し
た

り
、
就
職
先
で
配
慮
し
て
も

ら
い
た
い
こ
と
を
具
体
的
に

考
え
、
よ
り
学
び
を
深
め
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
9
月
13
日
に
、

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る

ぽ
ー
と
で
開
催
さ
れ
た
障
害

者
合
同
面
接
会
に
参
加
。
実

際
に
企
業
見
学
に
も
行
き
、

1
名
が
企
業
実
習
を
終
え
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
就
職

に
向
け
て
着
実
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

（
精
神
保
健
福
祉
士

　

甲
斐
恵
梨
香
）

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
と

は
、
自
動
車
事
故
の
発
生
防

止
と
そ
の
被
害
者
へ
の
援
護

を
主
な
目
的
と
し
た
国
土
交

通
省
所
管
の
機
関
で
、
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
（
ナ
ス
バ
）
と
略
称

さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
交

通
遺
児
等
へ
の
貸
付
、
介
護

料
の
支
給
な
ど
、
状
況
に
応

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
社

会
資
源
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
自
動
車
事
故

を
き
っ
か
け
に
在
宅
介
護
を

行
っ
て
い
る
ご
家
族
の
介
護

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た

短
期
入
院
制
度
が
あ
り
ま

す
。
細
木
病
院
は
短
期
入
院

協
力
病
院
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
最
大
で
14
日
間
の
入

院
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
入
院
に
伴
う
費
用
は
、

N
A
S
V
A
よ
り
介
護
料

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
当
院
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
ま
た
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
高

知
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
細
木
病
院

 

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

 

患
者
サ
ポ
ー
ト
室　
原 

碧
）

ハロー★フレンズハロー★フレンズ
細木ユニティ病院

精神科デイケア･フレンズ通信
細木ユニティ病院

精神科デイケア･フレンズ通信

ハローワークと連携した
就労支援モデル事業について
ハローワークと連携した
就労支援モデル事業について

～ジョブガイダンス編～～ジョブガイダンス編～

細木ユニティ病院細木ユニティ病院

♬♬

♬

音楽療法コンサートのご案内音楽療法コンサートのご案内

第
412
回
◇ 

初
舞

　1
月
26
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
花
柳
寿
延
弥

　
　
　
　伝
統
文
化
子
供
教
室 

他

　音楽には人の心を癒し元気づける力があります。音楽療
法は、音楽の持つ力を活用しながら、心身の健康維持・増進、
生活の質の向上を促進する治療法です。

　細木ユニティ病院では、月2回ほど、Ｓ館 6階で音楽療法コンサー
トを開催しています。
　無料ですので、一般の方もお気軽にお越しください。
　＊駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。

第
411
回
◇ 

フ
ル
ー
ト
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
春
の
調
べ

　1
月
11
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
泉

　真
由
（
フ
ル
ー
ト
）

　
　
　
　松
田

　弦
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
日
本
舞
踊
を
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
あ
で
や
か
に
踊
り
ま
す
。

2
0
1
0
年
に
デ
ュ
オ
を
結
成
。美
し
く
透
明
感
の
あ
る

音
色
か
ら
、明
る
く
陽
気
な
タ
ン
ゴ
、激
し
く
情
熱
的
な

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
、武
満
徹
な
ど
の
現
代
曲
、親
し
み
や
す
い

映
画
音
楽
ま
で
、多
彩
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
フ
ル
ー
ト
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
可
能
性
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。2

人
の
出
身
地
で
あ
る
高
知
県
を
は
じ
め
、全
国
で
リ
サ
イ

タ
ル
や
病
院
、施
設
で
の
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

自動車事故対策機構
　　　　　　について

～ジョブガイダンスの内容～
１日目 ・ハローワークの利用方法について
 ・履歴書の書き方Ⅰ
２日目 ・履歴書の書き方Ⅱ
 ・面接時におけるマナーについて
 ・面接の受け方
３日目 ・模擬面接の実施



じ
ん
せ
い
平
成
30
年
12
月
号
　（
No.
３
８
４
）

発
行
人
　
細
木
秀
美

発
行
所
　
高
知
市
大
膳
町
３７
　
☎（
０
８
８
）８
２
２･

７
２
１
１

印
　
刷
　
株
式
会
社
高
知
新
聞
総
合
印
刷

�����������
�������

���������
������������

�����
���������

����������
��

����������������

�����
����������� � � ���������������

�
� �
� �

����
� �
� �

� ��� �� �
� �
� �� � � � �

� � �
����

� �

�����
����

� �
� �
� �
� �

� �

���

����
� �
� �

� �� �
����
� �

����
����
� �

� �
� �� � � ��

� �� �� �����������
��������������

� �����
������� � � � �

��
�

��
�

��
�

�

� �� �� �� ��� � � � �

�
�
����

�

���

����
� �

�� �� �� �� �
���

����� � � � �

�� �
�������

� �
�������

� �
� �
� �

� �
���������

� �� �
� � � �
� � � � �

�

� �� �� �� ������ ��������
���

����� � � �� � � �

� �
� �

� �
� �

� �
� �

� �
� �
� �

� �
� �

�����
� �

����
� �

� �
� �

����
� �

����
����
� �

� � � � � � �

� �
���

����� �
�����
������

� ������� �� �� �
��������

� �� �

� �� �� � � �

� �� �� �� �� �� �� � � � �
�����

�������������������������

������������
���

����������������� � � � � � ��

� � � � � � �

������
� �
������

� �
�������
����

� �
� � �

� �� �� �� � �� ���� � � �
����������
���������
��������� � ��� �� � �� �� ������� ��������� ���

� �������

� �� �
������

� �� �� �� �� �� �� �� �� ����� �� �
�����������
�����������
������������� � �� �

������
����� ����������

������
������ �� �� �� ���

��������
��������
������������

������

���������

� �� �� � � � �
�����

������ ������� ���������
�����

� ��
��

� ��
��

� ��
��

� ��
��

����� ��
��

� ��
��

� � � � �

� �
�����

� �� �������
�������

� ���������

� �� ���������
��� �

� � � �

������������������
�����������

������
����������

����� � � �

� � � �� � � �
�����������

�����������
�����

� �� ������� ������� �� �� ���������
����������

� �� �� �� �� � �

� �� � � �

����������
���������
���������

����������
����������

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
��

����������

���������
����������

�

�

�

�
��

����

��������

��������
��������

����������

����

��������

��������������

������
�������

� � �
�������� � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �

� ����������������� �
������

� �� � � � �

� �
���

��� �

�

���

��� �

���

� �� �� �� �� �
������

� �
�������

� � �� �
�������

��

� �

����

���������
�����������
����������

����������
���������

�
�

�
�
�

��

���������

�������������
����������

�������

�������
������
�����

� �
������

���

� �
������

� �
������

� �
�������

���� ��
��� ��

������

���

��� �

������

� �
�������
������

� � �
������

�
�

���� ��
��� ��

��

� �� � �� � �� � �

��������
����

��������
� � � �

�����

������
����������

� �� �� ������
����������

������
����������

� � � �
���������

� ���������������������������� � �
���

������
��������

���

�����
����

� ������� �
���������

� ������������ � � � �

������������������

� � �
�����

� �
����������

� �
����������

� �
����������

� �
����������

�� � � �����
�����

�����
������������

� ������
�������������

�����
������������� � � �

���� ��
��� �

� � � � � �

���������
����������
������

���������
�����������
������

���� ��
��� ��

��������

���������
�����

� ������� ����������������� � � �

������ � ����������������� � �

������

��������������

���������
�����

� �
�������

���

���� ��
��� ��

� �� �
� �� �

� �
�������

������
� �� ���� � �

� � � �

��������
������������
��������������
������������

�����������������
����������

� �
�������

� �� �� �� �
������

�� �� �� �
��������

� �� ��� ���

� �
���������

��������
�������
�����������

� �� �
�������

� �

外来担当医表 ������������������


